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クラウドコンピューティングという概念は、2006年8月9日、米国カリフォルニア

サンノゼ市で開催された「サーチ・エンジン・ストラテジーズ」 （Search Engine Strategies 
Conference）でエリック・シュミット氏が表現したのが最初

Today we live in the clouds. We’re moving into the era of “cloud” computing,
with information and applications hosted in the diffuse atmosphere of cyberspace 
rather than on specific processors and silicon racks. 
The network will truly be the computer.

今日、私たちはクラウドのなかに住んでいる。
私たちは、クラウドコンピューティングの時代に移行しつつあり、
情報とアプリケーションは、
特定のプロセッサーやシリコンラック上ではなく、
サイバースペースという拡散した大気（雲）の中にある。
ネットワークこそがコンピューターとなる。

▌クラウドコンピューティングの発祥
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▌全てのコンピューティング環境がクラウドに集約される

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は、日本ユニシスグループの考えるサービス利用型のICTサービスのイメージでございます。ここまでご説明させて頂きました、クラウドコンピューティング時代に向けまして、この領域を重点対応していく予定でございます。・オフィス内からの利用だけでなく、携帯電話やiPodなどモバイル端末でどこからでも利用でき、中小企業からグローバル展開している大企業、官公庁や地方自治体、教育機関や病院など、あらゆるお客様にシステムインテグレーションサービスに加えまして、利用型のサービスを提供して参るつもりです。また、グローバルに主力企業との提携を進めておるところでございまして、それにより、他のサービス事業者と組み合わせてしていただいたり、この分野にまだ参入していない企業との共同サービス化を行えるクラウドコンピューティングビジネスに必要な環境を準備させて頂き、いっしょに推進させていただくなど、可能性は無限に広がります。
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▌クラウドコンピューティングを支える技術
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SaaSプラットフォーム（PaaS）
システム構築・AP開発保守

MiF ® （iDC基盤）
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ソフトウェアサービス提供事業 ホスティングサービス事業

業務特化型

サービス

業種特化型

サービス

SaaS

ビジネスパーク®
ICTホスティング

共通基盤

共通運用サービス

業務AP

SaaS事業支援 サービスインテグレーション ビジネスモデルデザイン

▌クラウドICTサービス全体像
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▌（補足）仮想化・統合化・自動化イメージ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
仮想化、統合化、自動化のイメージはこのようになります。物理層、仮想化層、そしてサービス層、さらに横には自動化のプロセス、自動化をするためのツールなどが組み込まれます。そして、。。。このようにサービス側からリソースがほしいと要求が発生したとき、MiFを操作することで自動的にリソースが切り出され与えられるというイメージです。
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お客様のご要望に合わせてリソース・機能を柔軟に組み合わせ、スピーディに提供。

さらに運用サービス・お客様サポートが充実した安心のホスティングサービスです。

お客様の要望に沿った構成・構築に柔軟に対応

専用窓口で24時間ご利用環境に対するお問い合わせ対応

ITプロフェッショナルチームによるご利用環境の常時監視

ITILに準拠した標準運用プロセスによる安定したご利用環境

1ヶ月からのご利用期間が選択可能なオンデマンドサービス

利用開始

利用開始

最短1ヶ月

自
動
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス

自動化の範囲

ツールで自動化

サーバプールから

自動的に選択

機器購入 機器設置 ＯＳ導入 初期設定
サーバ共通ＳＷ

導入・設定
最新パッチ適用

各サーバ毎のＳＷ

導入・設定

従
来
の
作
業
プ
ロ
セ
ス

情シス管理者が作業

人による作業範囲

購入から導入までのプロセス

5時間

ＩＣＴホスティングならICTホスティングなら

利用開始

利用開始

自動化により2時間で生成し、確認作業をおこない

約5時間でリソースのご提供

▌ICTホスティングサービス概要
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大阪

福岡

名古屋

Inter iDC

ICTサービスカフェテリア

東京

札幌iDC

東京iDC大阪iDC

▌ネットワーククラウド・サービス

佐賀県内iDC
（自治体クラウド用）

 Inter iDC Networkサービス

複数iDCを密結合する高速ネットワーク （ストレージクラウド、MiF管理
システムを複数iDCに展開）

 ICTサービスカフェテリア™ネットワーク
日本ユニシスの支社店・拠点に移行センター、評価テスト設備を開設

 WANアクセスパッケージ
お客さまIT環境からICTホスティングサービスを直接利用する回線
およびネットワーク機器をセットで提供

 エンタープライズクラウドサービス
お客さまのプライベートIP環境（サーバを含むイントラネット環境）を
当社クラウドでも利用可能 （お客さまIT環境をスムーズに
クラウド環境に移行可能）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データセンタは現在御社でもご利用いただいております豊洲＠Ｔｏkyo東京電力地下変電所の上にあります。今月中に大阪市内、来年１月には札幌に環境だ構築されます。札幌は低い外気を活用しセンター空調電力を95％カットする仕組みを導入しエコを推進いたします。また、３センターに加え支社にも高速ネットワーク網を年内に設置し、全国展開されているお客様、地方に本社を持つお客様にとって新しいサービスを活用する際のネットワーク費用軽減に寄与いたします。
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DBサーバ

AP・Webサーバ Mailサーバ

Fileサーバ

データアーカイブ

文書保存領域 高速処理
改竄防衛

・秘密分散
・超高速
・WORM（ライトワンス）

ストレージクラウド

大規模化、他拠点・分散クラウド技術により実装
最高度セキュリティ対策
安心のバックアップ
データレプリケーション

DR（災害対策）
BCP（事業継続性）
データの長期保存化

利便性
価格メリット
拡張性の確保

ストレージの分散化、データ圧縮技術、最高度セキュリティ（真性乱数による秘密分散化）技術を適用

▌ストレージクラウド・サービス



All Rights Reserved,Copyright © 2009 日本ユニシス株式会社9

 2009年9月24日認証取得

より安全・安心なクラウド基盤へ

ITMS 552145 / ISO 20000

ICTサービス部門により顧客に提供されるクラウドサービ
スのプロビジョニング、運用、保守をサポートするIT サー
ビスマネジメントシステム

▌クラウドサービスとして日本初 ISO/IEC20000 取得

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
弊社クラウドサービスの運用に関しては、当初よりITIL V3準拠で組み立てておりますが、この9/24にクラウドiDCでは日本初となるISO/IEC20000の認証取得を達成いたしました。これにより、お客さまにより安心してご利用いただける証ができたと自負しております。
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概要

SaaS型
Microsoft Dynamics 

CRM4.0

Exchangeメール・ホスティングサービス、グローバル
ネットワークの構築・運用などのコミュニケーション基盤を
ワンストップサービスで提供

グローバルネットワークは、お客さまのニーズ、利用環
境（現地事情）に合わせ、最適なネットワークを選定し、
柔軟なサービスを提供（全てのキャリアと対応）

ファーストコンタクトから営業活動、結果分析に至るま
で、お客様を中心とした様々なコミュニケーションを管理

Outlookと連携することで、「入力のしやすさ」と「活用
のしやすさ」を両立。担当者に負担をかけることなく活
動を記録可能

働く人の「場所」「環境」「働き方」に最適な情報活用と
コミュニケーション手段を提供

例えば、ファックスの受信内容をメールの添付ファイル
にして送信したり、ビデオ会議において音声や映像と同
様に資料の文書ファイルを受け渡しできるなど

サービス名

＜Outlook連携＞＜SFA機能＞

▌（補足）SaaSサービス一覧 （1／4）
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概要

LearningCastTM

企業向け教育プラットフォームLearningCastTMを
SaaS形式でご提供

研修管理からeラーニングの管理まで、企業における
研修業務を幅広く支援

国内外初の知財人材スキル標準に準拠した人材マ
ネジメントツール

設問によるスキルレベル測定やレベルに合わせたス
キルアップ教材（検定問題や推薦本）、人材モデル定
義などの企業管理をサービスとして提供

RENANDI

実績ある教育ソリューション「RENANDI®（レナン
ディ）」をSaaSで提供

教育機関向けに統合化されたプラットフォーム

個々の学習者の理解度に応じた効率的な学習環境
の提供が可能

サービス名

▌（補足）SaaSサービス一覧 （2／4）

http://www.unisys.co.jp/solution/learningcast/function.html�
https://ipower.unisys.co.jp/ipportal/�
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概要

SAVEaid／
セーブエイドTM

全国の地方自治体と企業向けの防災GISサービス

災害発生時において、「どこで何が起こっているか」、
「誰が何をしているか」などの情報を、整理し、可視化
し、地図上で共有

地域全体で利活用が可能

グリーンIT

仮想化環境を活用したインフラ構築により、企業の
グリーンITへの取り組みを支援

データセンタの空調最適化による省電力化

その他グルーンITに関わる先進的なICTサービスを
提供

RENANDI

自宅や外出先にあるインターネットに接続できるパソ
コンに、専用のUSBキーを挿入するだけで、社内システ
ムなどのWebアプリケーションを利用可能

利用終了後はデバイスを抜けば、利用したPC上に証
跡・痕跡の残さない

サービス名

▌（補足）SaaSサービス一覧 （3／4）

http://www.unisys.co.jp/news/pdf/nr_090928_saveaid.pdf�
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概要

iSECURE®

プリント管理サービス

ネットワーク内に存在する全てのプリンター印刷業務
の一元管理が可能。印刷セキュリティ強化、印刷コスト
削減、エコ対策を実現

まとめ印刷機能（編集機能の一例）により異なるアプ
リケーション同士の合成ドキュメント作成が可能、面倒
な作業工程が大幅に削減可能

iSECURE®

電子透かしサービス

国内初！電子透かしを利用した、ドキュメントの情報
漏えい対策ができるサービスを提供

PDFなどの電子ファイルに可視と不可視の特殊なID
を自動的に埋め込みます。それが印刷され紙になった
としても、特殊な電子透かしにより流出元を特定可能
です。著作権・肖像権保護にも対応可能

ウイルス対策

総合管理サービス

コンピュータウイルスの脅威や脆弱性を統合的に管
理。システム管理者の運用負荷を大幅に削減

万が一の場合もウイルス対策の専門家によるプロ
フェッショナル支援サービスを提供

主要なサーバ・クライアントOSに対応

サービス名

▌（補足）SaaSサービス一覧 （4／4）

http://www.unisys.co.jp/news/pdf/nr_090603_security.pdf�
http://www.unisys.co.jp/news/pdf/nr_090903_isecure_print.pdf�
http://team.unisys.co.jp/newsrelease/pdf/nr_091001_isecure.pdf�
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▌SAVEaid／セーブエイド とは？

SAVEaidとは、SaaS型の地方自治体と企業向け危機管理情報共有GISサービスです。

SaaS Area Visualize Equipment

いつ ：災害発生直後（初動期）～復旧期に
どこで ： （インターネット接続ができれば）どこででも
誰が ：災害対策チーム（社員・職員）が
何のために ：復旧・事業継続を迅速に進めるために
何を ：被害情報（どこで何が起こっているか）や

復旧情報（誰が何をしているか）を
どうやって ：一枚の地図を使って
どうする ：整理し、見える化し、共有する
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▌SAVEaid／セーブエイド 全体概要図

初動情報を集め、整理し、可視化し、共有することで臨機応変な災害対応を支援

情報登録・報告

※一部開発中を含みます。

全国の危機管理情報

自動配信 集計

集めた情報を有効活用

上位への報告・対策資料に

同一の地図・情報を共有

支社/支店・避難所の被災状況社員・職員の安否確認 地域の被災状況

一枚の地図に集約・整頓

24時間災害情報配信

都道府県への報告

対策の立案

物資リクエスト管理 移動・輸送ルート指示 復旧進捗管理

ＨＥＬＰ！

災害対策本部
※自治体のみ

復旧指示・進捗管理



お問合せ先

http://www.unisys.co.jp/services/ict/
（上記のページよりお問い合せください）
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